
 携帯電話ネットワークにより、遠隔地からの車内外映像の監視
や緊急時の遠隔制御を可能とすることで、自動運転車の安心・
安全な運行を実現します

 モバイルエッジコンピューティング技術やセルラーV2X技術に
より、車と車、車と路側インフラ等との間で交通環境情報のリ
アルタイムな共有を可能とすることで、自動運転車を含む交通
流の最適化を実現します

実証実験/PoC段階

 現在国内外において社会的課題を解決するために自動運転の早
期の社会実装が求められており、携帯電話ネットワークへの期
待が高まっています

 携帯電話ネットワークを活用することで、これまで車単体で進
化してきた自動運転が、あらゆるものとつながり協調して走行
するよう高度化し、安全性や効率性をさらに高めることが可能
となります

 また、自動運転を社会実装するためには、その場所の特性や
ニーズに応じた様々なソリューション（AIオンデマンド配車、
ARコンテンツ、高精度衛星位置測位など）と組み合わせること
が求められますが、そのためには携帯電話ネットワークが必要
となります

 NTTドコモは全国各地において色々なユースケースを想定した
実証実験を行い、自動運転の社会実装を推進しています

自動運転の社会実装に向けて
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